<研究論文>明治期における「倫理書籍」の出版動向と「日本倫理」論の類型 by 江島 尚俊
田園調布学園大学紀要　第 11 号 2016（平成 28）年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.11 (2016)
Naotoshi Ejima  Publication Trend of “Ethics Books” and the Method of “Japan Ethics” in Meiji Era
113第 11 号　2016（平成 28）年度
明治期における「倫理書籍」の出版動向と
「日本倫理」論の類型
江
え
　島
じ ま
　尚
なお
　俊
と し
〈要　　旨〉
　本稿の目的は，明治期に出版された倫理および倫理学に関連する書籍の量的調査をもと
に，当時の出版動向および書籍内容について論じていくことである。この目的を叶えるた
めに，まずは国会図書館デジタルコレクション（調査当時は近代デジタルライブラリー）の
格納データをもとに，書誌情報および目次情報のリスト作成を行った。そのリストをベー
スに，明治期の出版動向を図化すると，明治 30 年代前半に大きなピークを迎えているこ
とが判明した。そこで，それら書籍を「訳書」「地域」「宗教」「教科書」の 4 分類で分別し，そ
れぞれの内実を調査した。そして最後に「日本倫理」という概念に着目し，その方法（語り
方）には「儒学史的叙述」，「日本史的叙述」，「考証学的叙述」の 3 類型がみられることを明ら
かにした。
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はじめに
　本稿においては，明治期に出版された倫理および倫理学に関連する書籍（以下，「倫理書籍」）の
量的調査をもとに，当時の出版動向および書籍内容について分類し考察することを目的としている。
　現在，筆者は，日本における倫理学の歴史（日本倫理学史）に関心をもって研究を進めている。
前稿では，日本倫理学史の一端を明らかにすべく大学に焦点を当て，明治 9 ～ 14 年における東
京大学（前史を含む）での講義科目「ethics」に関する教育実態を明らかにした 1）。そこでの概要
は以下のとおりである。
　幕末から明治最初期において輸入された「ethics」は，当初「修身学」「道義学」などと訳され
る一方で，それが如何なる概念なのか統一的な理解を得てはいなかった。また，科目「ethics」
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を担当した教員たちは現在でいうところの倫理学を正面から扱ってはおらず，史学や心理学と
いった内容を教授していた。そのようななか，井上哲次郎著『倫理新説』が刊行される。井上は
「ethics」を，倫理探究の学問ではなく倫理学を探求するための学問と定義した。井上がそのよう
な定義を行った背景には，井上自身の問題関心（西洋的な倫理学ではなく東洋的な倫理学を構
築したいという反オリエンタリズム的な関心）があった。この意味において，倫理思想史のみならず
倫理学史上においても井上の役割は大きかったことを，子安宣邦の主張を踏まえながら前稿では
論じた。
　さて，上記の成果を受けて本稿で着目したいのが，その後の倫理学である。井上が提唱した
倫理学がその後にどのような展開を見せていったのか。それを明治期に出版された「倫理書籍」
の量的調査に基づき明らかにしていきたいと考えている。無論，前稿に続いて大学に焦点をあて
る必要性についても十分理解している。ただし，日本倫理学史上において極めて大きな影響を与
えた教育勅語（明治 23 年渙発）とその社会的影響力を考慮すると，大学を焦点化するだけでは
当時の倫理学を再考していくには不十分である。ゆえに，本稿では倫理学をとりまく社会性や時
代性に関心を寄せていく。如何なる倫理学が明治日本社会に流布していたのかを明らかにすべ
く、今回は「倫理書籍」に着眼していきたいと考えている。なお，前稿において既に指摘したこと
であるが，近代日本における倫理学を歴史的観点から捉える研究は，未だ数える程度しか存在し
ていない 2）。上述したように前稿では大学という視点から倫理学史を論じたが，本稿では「倫理
書籍」に着目して論じていく。明治期における倫理学が，どのような書籍と内容をもって流布して
いったのか，本稿ではその点に着目していきたい。
Ⅰ．調査方法の概要
　本章では，「倫理書籍」に関して行った量的調査の方法について説明する。
　近代日本における「倫理書籍」のデ ターベースを作成するにあたって利用したのが，国立国会
図書館近代デジタルライブラリー である（なお，このライブラリー は平成 28 年 6月1日をもって，同
図書館のデジタルコレクション3）という新しいサ ビースへ統合されている）。このライブラリー の活用
を決めた理由としては，利便性と格納冊数の多さが挙げられる。一般的な図書館のOPACと異な
り，同ライブラリー の検索サイトは検索結果を一括ダウンロ ドー可能であり，リスト作成作業の負担
を大幅に軽減してくれる。また，倫理関連の図書，特に戦前期という古い図書になると最も多く収
納していたのは国立国会図書館であった 4）。以上の理由をもって，同ライブラリー のサ ビースを活
用することにした。
　「倫理書籍」のリスト化作業に着手したのは平成 28 年 1月12日である。その当時のサ ビース
名称は，近代デジタルライブラリー であった。そのサ ビースを利用し，検索画面において「倫理」と
115第 11 号　2016（平成 28）年度
明治期における「倫理書籍」の出版動向と「日本倫理」論の類型
いう語をキーワ ドー検索した結果，ライブラリー 内で公開されていた書籍は653 冊（同名・同執筆
者による書籍の重複を含む）が表示された。この内，正確な刊行年が判明したのは584 冊であり，
最も早い刊行は明治 7（1874）年，最も遅い刊行は昭和 23（1948）年であった。さて，この653 冊
を基本資料とすべく，書籍情報のリスト作成と目次情報のリスト作成の2つの作業を行った。リスト
化に用いたソフトウェアはマイクロソフト社のExcel2010である（図 1）。
　最初に行ったのは，書誌情報のリスト作成である。このリストでは，著者，書名，監修・訳，出
版社，出版年，出版月，出版日，シリー ズ名，の項目を立て，それらの精査と整理を行った。明ら
かに誤植や間違いと確認できるものは手作業で修正を行い，正確なリスト作成を目指した。
図 1　「倫理書籍」の書誌情報リスト
　次に行ったのが，目次情報のリスト作成である。653 冊の対象書籍の内，527 冊については目
次デ ターがすでにライブラリー 内で公開されていたため，それらをエクセルファイル内に手作業でコ
ピー＆ペーストを行った。目次デ ターが公開されていなかった126 冊については，それぞれの中身
を逐次確認する作業を行った。当該書籍内に目次ページが掲載されていれば，それをエクセルへ
入力し，目次ページの掲載がなければ，1ページ毎に閲覧し，目次にあたるものがあればそれを入
力した。
　上記の作業を経て653冊分の書誌情報リストおよび目次情報リストを完成させ，この両者を本稿
における基本資料と定めた。なお，本稿では明治期を考察対象と設定しているため，明治 45 年
以前に発刊されていたことを確認できた321 冊を対象とした。
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Ⅱ．明治期における「倫理書籍」の出版動向
　前章で述べた書誌情報のリスト化作業を経て，明治期（1868～ 1912 年）に刊行された「倫理
書籍」を絞り込んでみると，その総計は321 冊であった 5）。そこで、この321 冊を出版年（西暦）
毎にグラフ化したのが下記の図 2である。
図 2　明治年間における「倫理書籍」発行冊数 
　明治期の「倫理書籍」のなかで最も早い刊行書籍は，河村重秀編『倫理略説』（明六舎，
1874）であった。編者の河村（1823-1884）は，儒学者として福山藩誠之館の改革に関与した人物
である。『倫理略説』以前には，『明倫撮要』（1871）を著している7）。『明倫撮要』での目次は，「君
臣の義を明かす」，「夫婦之別を明かす」，「長幼之序を明かす」などで構成されている。また，巻
末には「六諭衍義大意迪■篇等ノ分ヲ取舎抄出スルトコロ也」8）（■は判別不能文字）と記載され
ていた。これらのことから分かるように，当該書籍は江戸期以来の儒学思想（特に朱子学）に基づ
いた内容となっている。なお，『明倫撮要』はその当時の小学校で実際に用いられていたという報
告もある9）。同じ河村の手による『倫理略説』も，儒学の立場を鮮明にした内容となっている。そ
れとともに，後に日本へ紹介されていく西洋倫理学の内容を全く含んでいないことは指摘しておきた
い。『倫理略説』でいう「倫理」という語は，儒学を基盤とした思想体系のなかで用いられているの
であった。なお，その9年後（明治 16 年）には井上哲次郎によって，西洋倫理学を意識した『倫
理新説』が刊行されている。
　さて，図2をみてみると，明治20（1887）年以降になって「倫理書籍」が本格的に刊行されていっ
たことが分かる。その後，明治 30 年代前半（1900 年前後）に最も大きなピ クーがある。
　ここで表 1を御覧いただきたい。明治期の「倫理書籍」の特徴を析出すべく，筆者は書名（副
題を含む）や著者・訳者を判断材料に，「訳書」，「地域（日本，東洋 10），西洋，複合 11）」，「宗教（仏
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教，キリスト教，宗教 12））」，「教科書」という，大きくは計 4分類（小さくは計 9分類）を設定した。
それに基づき分類した結果が表 1である13）。
表 1　明治期の「倫理書籍」を対象にした分類結果
　無論、上記の分類に含まれない書籍も多数存在した。表 1内に分類できたのは321 冊中 183
冊であった。以下では、表 1をもとにしながら分類ごとに考察を行っていく。
　最初に「訳書」について触れておきたい。明治 20 年代以降の「訳書」の出版動向として，特定
の時期に特定の思想や人物が大々的に取り上げられた、といった動向を見出すことはできなかっ
た。毎年、定期的に一定数の刊行が見られ，種々の人物の倫理学説が出版されていた。本稿
では「訳書」68 冊の詳述は省くが，アリストテレス，カント，スペンサー，ミュアヘッド，デューイなど，
欧米でも著名な著作が翻訳されていた。なお，これらの書物の目次を通覧していると1つの特徴
に気づかされる。それは，近代的個人とは何かという問いが共有されている点である。善悪基準
や認識の根幹が個人の理性に基づくことを前提とする内容がほぼすべての訳書に共通してみられ
た 14）。なお，日本主義が台頭してくる明治 20 年代なかば以降においても、これら訳書には西洋
倫理学以外の内容を見ることは無かった。つまり，純粋に西洋倫理学の紹介・導入を目的として
書籍刊行がなされていたと考えられる。
　次に，「地域」について述べる。地域で最も多いのが「日本」の語を含む「倫理書籍」であった。
その端緒を飾っているのが，井上円了による著作『日本倫理学案』（明治 26 年）であり，それ以降，
「日本倫理」を冠する書籍は30 冊刊行されている（これに関しては次章で詳述）。「東洋」の語を
含む書籍においては，全て儒教に関する内容や系譜が記述されていた。ゆえに「東洋」とは言い
つつも，地域的には現在の中国のみを対象としており，他の東洋地域（アラブ，インド，東南アジア
など）は叙述対象とされていなかった。「西洋」については，古代ギリシャから近代に至る倫理思想
が取り上げられていた。ただし，そこでは抽象概念化された「西洋」を前提にした記述はほとんど
行われておらず，「西洋」地域における特定の人物（アリストテレスやカントなど）に焦点を当て，その
人物が有している倫理思想が平易な文体で紹介されていた。その意味で、訳書と同様の刊行目
的であったことが推察される。
　次に，「宗教」について触れていく。特定宗教名としては，「仏教」と「キリスト教」の2つのみが
書名に含まれていた。それらを通読してみると，当然のことながら両者が示す「倫理」的な内容や
根拠には多くの相違点が見られた。しかし，共通していたのが，「倫理」なるものを語ろうとする際
の方法論的前提である。具体的に言うと，そこで語られている「倫理」とは諸宗教を越えて人類
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全体に通じるような「倫理」が前提とされており，その「倫理」に対して個々の宗教教義が如何にア
プローチできるかという論法が両者に共通していた。宗教学的に考えると，このような論法は世俗
化された「倫理」を前提とした語りの典型と言える。任意の宗教教義や世界観を最も普遍性のある
ものと設定し，それに基づき「倫理」が語られるのでは無く，「倫理」なるものがそもそも宗教とは独
立して存在し，その「倫理」に対し各々の宗教がどのように貢献できるか，という方法論的前提が
両者に共通して見られたのである。平たく言えば，そこでは「倫理」を語る道具として「仏教」や「キ
リスト教」が位置づけられているのであった。ただし，後に述べるように，このような前提で語られる
「倫理」も，ゆくゆくは教育勅語を語るための方法的道具に位置づけられていくこととなる。
　本章最後になるが，「教科書」について述べておきたい。図 2をみると，最初に山場を迎えるの
は明治 20 年代初頭である。この時期の刊行に特徴的なのは，教科書が多く目立つことである。
この時期に刊行された「倫理書籍」の教科書を一覧にしたのが表 2である。
表 2　明治 20 代前半の倫理関連教科書
　上記の表 2に掲げたような書籍群が刊行された背景には，森有礼による教育制度改革があっ
たことは間違いないであろう。近代教育制度の骨格を構築したと評される森の諸学校令について
ここでは詳述しないが，森には当時から「国体教育主義」15）という指摘があるほど，国家を大前提
とした教育観を有していた。彼は制度のみならず，教科や教育内容にまで踏み込んだ改革を企
図していた（ただし，森は明治 23 年に改革半ばにして暗殺される）。それら改革の余波が「倫理
書籍」の刊行にも如実に反映したのではないかと筆者は考えている。
　ただし，この当時の「倫理書籍」教科書には，「国体教育主義」はそれほど投影されていなかっ
た模様である。たとえば，明治 21 年（1888）に文部省によって編纂された『中学校師範学校倫理
教科書』の目次を見てみると，
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　　第一章　概論
　　第二章　目的
　　第三章　行為ノ起原（体欲，欲望，情緒，連想，習慣）
　　第四章　意志（意志ノ解，無意ノ作用，意志ノ他ノ能力ニ対スル関係，意志ノ正用，意志ノ自由）
　　第五章　行為ノ標準（標準ノ解，自他ノ併立，社會的見解，道理的見解，感情的見解）
となっている。当該書は，「国体教育主義」というよりも，自主・自立を志向する個人形成を如何に
して成し得るかという観点から「倫理」を論じている。社会や国家について触れられている部分も
あるが，それはあくまで従と言える。当該書の主たる内容は，近代的個人の確立に関する記述で
あり，それが大半を占めていた。つまり，社会や国家はそれら個人の集合体として想定されている
のである。
　表 2に掲げた他の書籍においても，『中学校師範学校倫理教科書』とほぼ同様の論法を採用し
ているが，そのなかでも中原貞七『倫理書：中等教育』は，国家の絶対性を相対化する視点から
「倫理」を語っている点が興味深い。中原は，「倫理道徳ニ関スル理論，斯ノ如ク夫レ多岐」であ
るため，「真理一ノミトノ格言ハ此（倫理道徳）ニ適用」（カッコ内は筆者補足）してはならない，とい
う立場を表明している16）。日本という国家を絶対視した「倫理」の構築は，忌避されるべき態度と
されているのであった。
　さて，図 2に戻る。このグラフにおける最大のピ クーは，明治 30 年代前半（1900 年前後）の時
期である。明治 30 年代といえば，旧学制下における中等教育を考える上では非常に重要な時
期である。米田俊彦によると，日本の中学校制度が一応の完成を見たのが明治 33 年前後であ
る17）。明治 32 年に公布された中学校令改正，それに付随する諸法令によって，複線型中等教
育制度のなかでも，他の中等教育機関を抑えて中学校が特権的地位を占めることとなった。さら
に，明治 35 年に「中学校教授要目」が制定されることによって，中学校は高等教育機関への接続
的な地位にあることを明確化された。これは，上位の教育機関への進学を中学校こそが担うとい
う役割が付与されたことを意味し，中学校は進学を前提とした教育実践を担う機関として，より強く
期待されることとなったのである。このような状況変化のなかで，文部省は「尋常中学校倫理科教
授細目」（明治 31 年）も新たに設定している。そこでは，「倫理科」をその他科目の中枢に位置づ
けた上で教育勅語を遵奉せしめることを求めていた 18）。このような状況変化が、「倫理書籍」にも
大きな影響を与えたものと考えられる
　明治 30 年代前半期において刊行された「倫理書籍」の教科書を一覧にしたのが表 3である。
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表 3　明治 30 年代前半の倫理関連教科書
　上記の表 3内において，井上哲次郎と高山林次郎（高山樗牛の本名）による『倫理教科書』全
5巻は，注目に値する。というのも，そこには日本主義に基づいた倫理教科書編纂の意図が明確
に表明されているからである。著者の哲次郎は，『新編倫理教科書　巻 1』の冒頭において，以
下のように述べている。
我邦は自ら我邦に固有なる倫理ありて存する所以を以て他国の倫理教科書を邦語に訳出
して，直に之を我邦に用ひんとすれば，忽ち其適当ならざるもの多きを発見せん，是に用ふ
べき倫理教科書は我邦の事情を酌量して結選したるものならざるべからず。然れども古代
の倫理説の如きは最早今日に適用せず，我邦今日の状態は大に昔日に異なるものありて，
倫理を実行する方法上にも亦幾多の変更なしとせざればなり。是故に今日用ふべき倫理教
科書は今日の事情を参考して作為したるものならざるべからず。
　このように当該書は，「我邦の事情」と「今日の事情」を考慮した倫理教科書として編纂されたと
いう。ただし，ここでの問題意識は決して教科書編纂だけを意味してはいない。江島顕一による
と，『新編倫理教科書』は哲次郎の手による『勅語衍義』（明治 24 年）の補完的な著述として位置
づけられる書籍であるという。『勅語衍義』とは，哲次郎が教育勅語に対して解釈を加えた著作で
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あるが，そこでは「孝悌忠信」「共同愛国」を中心としながら叙述がなされている点に特徴がある。
この『勅語衍義』を下敷きにしながら『新編倫理教科書』では，「孝悌忠信」「共同愛国」を「道徳の
標準」とした上で，日本全体での「国民的道徳」を確立し，民心の結合を主張する内容が記されて
いる，と江島顕一は指摘している19）。ただし，『新編倫理教科書』には，『勅語衍義』にはうかがい
得ない論調の変化や新たな言説も登場していた。それは，欧米諸国を意識した上で，日本特有
の国体に基づく固有の道徳として忠孝道徳を強調している部分である。哲次郎によると，皇室に
対する忠孝道徳こそが日本に連綿と継承されてきた他国には無い固有の道徳であり，それを基盤
に日本は国家統合を成し遂げるべきとの主張がなされている。このような目的のもと刊行されること
となった『新編倫理教科書』全 5巻は，「『勅語衍義』をより実際的に学校教育に適応するように作
成されたものであり」，日清戦争後の急激な社会変化の中において「日本国民としての自覚と認識
を促すべく我が国固有の国体や道徳などの独自性というものを押し出す特色」を兼ね備えた書籍
であった 20）。
　教育勅語を意識した教科書は『新編倫理教科書』以外にも存在する。表 3内では，秋山四郎
『中学倫理書』上・中・下や市川源三『修身倫理図：中等教科』などが，書籍冒頭部分に教育
勅語を掲げている。両書ともに教育勅語の精神を基盤に，日本的な「倫理」なるものが叙述されて
いくのであった。
　ただし，表 3に掲載した倫理教科書がすべて『新編倫理教科書』のような目的や問題意識を有
して編纂された訳ではないことは付記しておく。たとえば，渡辺竜聖・中島半次郎『倫理学教科
書』は，「師範学校四年生，及び中学校五年生に向ひ，倫理学の大意を授くる時の教科書」21）を
目的として編纂されたものであるが，教育勅語や日本に関する記述は無い。ただし，このような教
科書はその後，徐々に編纂されなくなってゆく。その決定打となったのが，明治 34 年の中学校令
施行規則の改正公布である。これによって「倫理科」とされていた科目は，「修身科」へと改称され
ることとなり，中学校では倫理ではなく修身が教授されていくこととなった。「修身科」への科目転換
は，当然のことながら，西洋倫理学の教授を忌避していく傾向を生み出していく。中学校「修身
科」で求められたのは日本固有の倫理，つまり「日本倫理」であった。
Ⅲ．「倫理書籍」にみる「日本倫理」論
　本章では，日本固有の「倫理」を語ることのできる学問分野として発案された「日本倫理（学）史」
に着目する。明治 20 年代半ばになると，国家主義的傾向が日本社会を覆っていくのは多くの論
者が指摘するところであるが，倫理学においてその風潮は，「日本倫理」という言説を以って表面化
していく。果たして「日本倫理」とは一体何であり、どのような方法によって語られたのであろうか。
以下では，明治期の「倫理書籍」の中から「日本倫理」を冠している書籍に焦点を当てて，そこで
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の内実と語りの方法を明らかにしていく。
1．井上円了の「日本倫理学」
　井上哲次郎の『倫理新説』は，倫理学のメタ定義を企図した書物として日本の倫理学史上，極
めて大きな意味を持つことは子安宣邦が指摘している通りである22）。ただし，その後，「日本倫理
学」なる学問的立場を表明し，そこでの学問内容を提示した先駆けとして，井上円了を無視するこ
とはできない。円了は，理論的には普遍的倫理を設定しておきながら，実際の運用場面において
は，西洋には西洋の，日本には日本の倫理が存在するという論法によって「日本倫理」を主張した
先駆者ともいえる存在だからである。
　円了が刊行した「日本倫理」に関する書籍のなかで，最も早いものとしては『日本倫理学案』（哲
学館，1893）である。そこでの目次は，以下のようになっている。
『日本倫理学案』　目次
勅語略解
第一講　緒論
第二講　実際的倫理論
第三講　日本國躰論
第四講　個人的道徳論第一
第五講　個人的道徳論第二
第六講　國家的道徳論第一
第七講　國家的道徳論第二
第八講　賞罸並教育論
第九講　結論
　目次には無いが，実際には当該書籍冒頭に教育勅語全文が掲げられている。その後に，「勅語略
解」（＝教育勅語一文一文に対する著者・円了の解説）が続いている。このような構成は如何なること
を意識してのことであろうか。円了の意図が記されている当該書籍の序言部分を下記に略述する。
　著者の円了によると，「近来倫理の書続 と々世に出つるも皆西洋倫理の訳述にして未た日本倫
理の著述あるを見」ないのが現状である。そのような中，明治 23 年 10月に「教育の聖諭」（＝教
育勅語）が示されたが，この勅語を倫理学の立場から講じたものは未だ刊行されていない。円了
が考えるに，この状況とは「我邦未た自国の倫理書を有せすと謂はさるへからす」という状況であ
る。そこで円了は，「日本一種の倫理学を組織せんことを期し」て，「哲学館倫理科」での講義科目
の中に講義を設置し，そこでの講述内容を刊行するに至ったのが『日本倫理学案』である。なお
本書は，哲学館（現在の東洋大学）で教授されている倫理学の立場を公にするという目的，日本に
おいて日本倫理学を講究する必要性を知らしめるという目的，という2つの目的も兼ね備えていると
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いう。なお，もともと本書は，「学理上我邦の人倫を論述」することを企図したものであるが，その精
神は教育勅語に基づいた「国体主義」でもあるため，本書の「巻書に謹て勅語の略解を掲げ」た，
と述べている23）。
　このように，序言部分において『日本倫理学案』の刊行経緯，著者円了の問題関心や立場が
明確に述べられている。その後は，上述した目次の順序で論述が展開されるが，円了が構想する
「日本倫理学」は，極めて素朴な国家主義を基盤に成り立っており，それは「第九講　結論」に端
的に表れている。
　円了によると「道徳の原理は古今萬國に通して一定せるもの」というように，普遍的な「道徳の原
理」を想定しつつも，一方で「実際に応用するに当りては国々各多少其道徳を異にせさるへから
す」と主張する。つまり，現実世界において「道徳の原理」を適用しようとする際には国を単位とした
「道徳」が生じるというのである。これをもとに「我邦には我邦一種の道徳あり他国には他国特有
の道徳あり」という，国家を単位とした道徳論を主張する。長文となるが，結論において述べられ
ている円了の国家主義的な倫理構想を引用しておきたい。
今我邦の道徳を考ふるに忠孝一致を以て人倫の基本とするなり而して忠孝一致は君民一
家の国風より起る是れ我国体の一種他国と異なる所以又其国体の数千来継続せる所以な
り此倫理の大綱分れて個人的国家的の二種となり個人的にありては孝を以て基とし国家的
にありては忠を以て本とするもの亦我邦一種特有の道徳なり故に我邦にありては忠と孝とは
経となり緯となり以て一種特有の国体を組織するに至る之を内にして社会の安寧を保全する
にも之を外にして国家の独立を維持するにも此経緯によらさるなし而して其経緯に貫通する
一種の精神ありて人倫之れによりて定まり国体之によりて安し之を日本魂と云ふ実に国民の
元気なり我人は此元気と彼の経緯とによりて一人並一国の福徳を完全ならしめ理想的卓美
の国体を円満ならしむることを目的とすへし
　このように円了による「日本倫理学」とは，個人（日本国民一人ひとり）と国家が一体となることを
「忠孝」観念によって理論化していくための学問として構想されていたのである。国家と倫理を密
接に関連づけて語ろうとする姿勢は，井上哲次郎をはじめとして，当時の多くの論者にも見られた
姿勢である。円了は，天皇および皇室を日本の中核に位置づけた上で，天皇によって示された教
育勅語こそが「日本倫理」の根底を形成するものと語るのであった。筆者が考えるに，円了による
『日本倫理学案』の新しさは，天皇，皇室という観念と倫理を結びつけることによって，「日本倫理」
を理論的に語り得るということを主張した点にある。つまり，「日本倫理」を語る際に天皇が根拠とな
り得ることを論理的に主張したのである。ただし，そのような論法は，同時に「日本倫理」を歴史へ
と誘っていく。なぜなら，当時の天皇とは「万世一系の天皇」，「皇統」というように，歴史によって
正当性を担保された存在として表象されていたからである。よって，「日本倫理」を天皇に基づいて
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語ろうとすれば，それは「万世一系」や「皇統」といった歴史性を帯びた概念とともに「日本倫理」を
語らざるを得なくなる。従って，日本固有の倫理学を天皇に基づいて語ろうとした場合，理論的手
法以上に歴史的手法が重視されるのは必然であった。先の引用文内において，「数千年来」とい
う表現を円了が用いたことからもそれは明らかである。「日本倫理」は，自身の固有性を求めて天
皇と結合した結果、新たに歴史的な概念と結びつかざるを得なくなったのである。
2．「日本倫理（学）史」という語り方
　大日本帝国憲法第一条においては，日本を統治するのは「万世一系ノ天皇」とされているが，そ
の天皇は歴史性を帯びた存在としても想定されている。ゆえに，「日本倫理」の根拠を天皇に求め
ようとすれば，必然的に「日本倫理」も歴史性を帯びることとなる。そこで本節では，「日本倫理」を
語る際には如何なる歴史を以って語ったのかという点に焦点を当てていくこととする。
　表 4においては，明治期の「倫理書籍」のなかで，歴史的手法を用いて「日本倫理」を叙述して
いる書籍を一覧化した。
表 4　歴史叙述の方法を用いた「日本倫理」書籍
　本文末には，資料 1として上記 6冊の書籍の目次を掲載している。長大で見にくい資料となっ
てしまったが，本節にとっては不可欠の資料であるのでお許し願いたい（なお，①と⑥は編者が同
一であり，①をもとに増補改訂されたものが⑥であるが，後半部分の内容が異なるため別々の書籍
として取り扱っている）。
　6冊の書籍目次を通覧・比較すると，大きく3つに分けられることに気づくだろう。その3つとは，
「儒学史的叙述」（④，⑤），「日本史的叙述」（①，②，⑥），「考証学的叙述」（③）である。以下
では，これら3つについてそれぞれ論じていくこととする。
　最初は，「儒学史的叙述」についてである。④，⑤の著者である大江と足立は共に，漢学者・
儒学者として名を馳せた人物である。目次を見ても分かるように，両書ともに朱子学（者）の系譜を
「日本倫理学史」として叙述している。先に触れた河村重秀編『倫理略説』に通じた内容であるこ
とは容易に想像できるだろう。つまり，④，⑤は江戸期以来の伝統を強く継承しながら「日本倫理」
の歴史叙述を試みているのである。例えば，大江は自著の目的を以下のように述べている。
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　　④『日本倫理学史』
　　　 余は今我か，倫理学史を編述せんとして，筆を藤原惺窩に起し，藤田東湖に終ふ。其書
中人の亦殆んど儒家に属せり。然らば則ち此書題して本邦儒学史と称すべくして，倫理
学史なりといふの，甚だ不通の言たるを免れず。されど当時，儒家以外殆ど倫理を説くも
のなく，倫理は全く儒家が専攻に委せられたり。儒家はまったく当時の思想会の先導者と
なり，又以つて当時の国民的精神の一半を代表せるものといふべし。24）
また，足立も同じように
　　⑤『日本倫理史綱』
　　　 日本倫理の一班を知らんと欲せば，吾人は先づ東洋倫理に特に儒教の梗概を知るを要す，
儒教は実に日本国民をして宗教以外に立ちて人倫道徳の要旨を知了し，以て我が国家社
会の今日あるを致さしめたるものなり，25）
と述べている。ここから両者ともに，「日本倫理」は歴史的に儒学（者）の専有であったという認識に
立っていることが推察される。「倫理」が儒学（者）の専有であったのかどうかは意見が別れるであ
ろうが，ethicsという語が「倫理」として訳出される際に，儒教経典の語が用いられたことは佐佐木
が指摘している通りである26）。その意味で「倫理」という語は儒学（者）の専有といえるかも知れな
い。ただし，「日本倫理」を儒学（者）のみから導出する方法は，他の「倫理書籍」を通覧しても限ら
れた書籍のみに用いられていたことから，当時の日本社会においては多くの支持を集めた方法で
は無かったであろうと筆者は考えている。
　次は，「日本史的叙述」について触れる。著・編者の湯本，石川および有馬は官職を得ていた
という点において共通点を持つ（湯本と有馬は文部省勤務経験者，石川は皇子傅育官や高松宮
付別当などを経て宮内省御用掛等を歴任）。その点を考慮した上で，下記，序文からの引用文
を読み解いてもらいたい。
　　①『日本倫理史稿』
　　　 三千年来国民思想が，或は政治上の変動に伴ひ，或は外来思想の影響を蒙りて，適応
の発達進歩を遂げ，以て今日に至れる，その由来の研究は将来の政治のため，又教育の
ために頗重要なるや論なし。殊に倫理上の研究の如きは，国民文明の性質を了解するに
必須なるなり。然るに本邦古来の著書，未これを系統的に叙述したるものなきは，吾人の
深く遺憾とせし所，及自，揣らずして本稿を起したる所以なり。27）
　　③『日本倫理学史』
　　　 本論に入るに先立ち，本邦古来の倫理思想に大関係がありました神道を始め，儒道，仏
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教の発端を記述して，それがいかに早くより其の根底を為し又其の潤澤を為してゐたかを
示し，尚ついでに道教及び基督教の流伝についてもいさヽ かなれど紹介いたして，往古より
日本には諸種の思想の存在をしてをつたことを証しませう。28）
　両書に共通しているのが，特定の宗教や立場に偏依せずに「日本倫理」を語るという姿勢である
（⑥は①と同じ立場）。なお，①，③，⑥において共有されている「日本倫理」史の認識とは，日本
の歴史過程において，「日本倫理」なるものは外来思想との接触を経て種々の影響を受けながら現
在に至っている，という認識であった。先ほど紹介した「儒学史的叙述」とは，この点において大き
く異なっている。また，「日本史」という歴史を「日本倫理」を語る際の外的枠組として設定している
のも特徴と言えよう。言い換えれば，「日本史」という枠組の中で「日本倫理」の歴史を叙述しようと
試みるのが「日本史的叙述」の方法なのであった。ここでいう「日本史」とは，「万世一系の天皇」
に統治されてきた日本という国家史を意味している（ここでの国家史が実証的な意味において実体
であったかどうかは関係ない）。極めて理念的ともいえるこの国家史の中で如何なる「日本倫理」
が歴史的に展開されてきたのか，という視点から「日本倫理」を叙述しようとするのが「日本史的叙
述」の方法なのである。つまり，彼らにとっては「日本史」という歴史が理解枠組みの前提として存
在し，その歴史の上で起こる「倫理」なるものは全て「日本倫理」として叙述可能と想定されている
のである。ゆえに，外来の仏教や儒学，その他の思想・宗教がどんなに日本に入ってこようとも，
それが「日本史」の上で生じた現象である以上，全ては「日本倫理」として叙述可能となる。官吏
経験者である3人にとってみれば，特定の思想や立場のみを支持することよりも，それらを包括し
ながら「日本倫理」を構築していく方法（「日本史的叙述」）を採用することは，国家を前提とする官
吏としては当然の選択であったと推察される。
　最後に，「考証学的叙述」について述べていく。⑤は一見すると「日本史的叙述」に準じているよ
うに見える。「日本倫理」に関する歴史認識については，確かに「日本史的叙述」と同じと言えなくも
無いが，実は，叙述の目的が大きく異なる。著者の高賀によると
　　⑤『日本倫理史略』
　　　 我ガ邦上古ノ倫理ハ唯，一ノ神道アルノミテ止マリシカ他国ノ教法入リ来ルニ及ヒテ或ハ
化合セシモノアリ或ハ混合セシモノアリ或ハ拒否シテ相容レザリシモノアリ而シテ皆邦人ノ
脳裏ニ浸染シ漸漬積累ノ極今日倫理界ノ現象ヲ呈セルハ即チ是ナリ29）
というように，日本古代の倫理は「神道」のみであったが，歴史が下るにつれて様々な思想・宗教
と接触（「化合」「混合」「拒否」）して本来の倫理とは異なる様相を呈するようになってしまった。ゆ
えに，その接触を歴史的に遡及しながら明らかにしてゆき，古代日本にもともと存在していた「固有
ノ倫理」を追求するという関心と方法を高賀は表明しているのである。古代日本に「固有ノ倫理」
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を想定するという意味においては一種の理想主義と言えるが，それを論証する方法として考証学
（高賀によると「真誠ノ推理法」30））の手法を用いている点は興味深い。周知の通り，考証学はも
ともと清朝下の儒教経典研究において隆盛した学問方法であり，江戸期の朱子学に大きな影響
を与えた。考証学的な発想にもとづき，加上説の立場から批判的な仏典研究を行い，大乗非仏
説を主張した富永仲基（1715-1746）はあまりに有名である。高賀は，富永と同じ方法を用いて「固
有ノ倫理」を追求しようと主張するのであった。高賀にとって，儒教や仏教に影響され変質してし
まった「固有ノ倫理」は間違った倫理であり，純粋な「固有ノ倫理」こそが「日本倫理」なのである。
その意味で，国学者の系譜に高賀を位置づけることも可能であろう。
おわりに
　本稿では，明治期の「倫理書籍」に焦点を当て，出版動向を明らかにするとともに，明治 20 年
代から30年代にかけて新しく語られるようになった「日本倫理」を対象に，その内実と語りの方法に
ついて論じてきた。多くの学問にいえることであろうが，教育勅語の存在は，倫理学にとっても非常
に大きかった。「日本倫理」を語る際に，教育勅語は極めて大きな位置づけがなされ，多大な影響
を与えることとなった。なお，「日本倫理」に対する教育勅語の影響はすでに他の論稿でも指摘され
ていることではある31）。しかし，天皇を根拠に「日本倫理」が語られることによって，同時に「日本倫
理」が歴史性を帯びざるを得ないという指摘は，本稿独自のものと言える。この指摘を起点に，本稿
Ⅲ－2においては，「日本倫理（学）史」を論じている書籍を取り上げ，そこでの語り方を分析した結果，
「儒学史的叙述」，「日本史的叙述」，「考証学的叙述」の3類型があることを明らかにした。
　最後に課題を述べておく。本稿で作成した書誌情報リストは，先述したように国会図書館デジタ
ルコレクション（調査着手時は近代デジタルライブラリー ）に格納されているデ ターを基盤にして作成
されたものである。ゆえに，近代日本における「倫理書籍」の全てを網羅したものではない。また，
倫理・倫理学の語を書名・目次に含まなくとも，倫理・倫理学に関連する内容を持つ書籍は存在
するであろう。以上のことから，本調査において作成したリストが，明治期の「倫理書籍」の全体
に対し，どこまで妥当性を有するかは本稿において検証できていない。この課題に対してはリスト
を充実させていく以外，それを確かめる術は無いため今後も継続してリストの充実作業を進めてゆ
きたいと考えている。ただし，冒頭にも述べたように，日本における倫理学の歴史研究が未だ発展
途上であることを考慮すると，本稿にも一定程度の学術的意義は見出すことは可能と筆者は考え
ている。前稿および本稿を踏まえて，より実のある成果を世に問うていくことを約して擱筆すること
とする。
　（本稿は，公益財団法人上廣倫理財団平成 27 年度研究助成「近代日本の倫理学に関する大
学制度と出版実態の歴史的研究」［課題番号：B-055，個人研究，代表：江島尚俊］における成果
の一部であることを付記しておく。）
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